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スペインにおけるスポーツトレーナー教育

－スペイン Fisioterapeuta の教育に着目して－

Sports Trainer Education in Spain: 
Focus on the education of Spanish physical therapists

鈴木寛隆 1）、泉　重樹 2）

Hirotaka Suzuki, Shigeki Izumi

［Abstract］

　In Japan, extensive research on sports trainer education has been centered around the Japan Sport 

Association Athletic Trainer. Similarly, in other countries, such as the United States, the focus has 

been on the National Athletic Trainers’ Association Athletic Trainer Certified. However, there is 

limited prior research on how countries without a formal Athletic Trainer certification system, like 

Spain and Italy, conduct sports trainer education. Therefore, the objective of this study is to shed light 

on the sports trainer situation in Spain.

　In Spain, sports trainers are typically fulfilled by Fisioterapeuta （Physiotherapists）, and their 

educational system closely resembles Japan’s Certified Physical Therapist system.

　However, in the future, it will be necessary to consider sports trainer education in Spain from the 

perspectives of “early exposure” and the “hidden curriculum.” Similarly, in Spain, there are 

occupational domains within the sports science staff, such as “Readaptador-Fisico” and “Preoparador-

Fisico.” Therefore, it can be concluded through this study that there is a need to further deepen the 

research and conduct investigative studies on the education of “Readaptador-Fisico” and 

“Preoparador-Fisico” in Spain, not just limited to Physio, as indicated by this study.

Keywords： International Comparative Education, Sports Trainer Education, Physiotherapy Education 

in Spain
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1. 研究背景

日本におけるスポーツトレーナー教育に関する

研究は、日本スポーツ協会公認アスレティックト

レ ー ナ ー（Japan Sport Association Athletic 

Trainer: 以下 JSPO-AT と略す）を中心に数多く

行われており、一方で諸外国におけるスポーツト

レーナー教育に関する研究についても、米国の注 1）

National Athletic Trainers’ Association Athletic 

Trainer Certified（以下：ATC と略す）を中心に

行われている。その中で、スポーツトレーナー教

育における国家間の単位互換制度に関する研究も

存在している。また、各国がスポーツ医科学教育

を各々行っている中で、アメリカや 2000 年にア

メリカやカナダが中心となり、スポーツ・運動・
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傷害の予防と処置の分野における世界各国健康管

理団体の集まりである、世界アスレティックトレー

ニング & セラピー連盟（World Federation of 

Athletic Training & Therapy: 以下 WFATT と略

す）が設立され、現在は世界 12 カ国 42 団体にま

で増加している。なお、日本からは JSPO-AT と

ジャパン・アスレティックトレーナーズ機構

（Japan Athletic Trainer’s Organization）が所属

している。

しかしながら、泉秀幸は「これらの WFATT 参

加国においてもアスレティックトレーニングの専

門家を表現する名称は様々で、その役割や資格、

教育も国によって異なり、その中には、スペインや、

イタリアのように、注 2）アスレティックトレーナー

（Athletic Trainer: 以下 AT と略す）の資格制度を

持たない国も含まれている。3）」と報告をしている。

また泉秀（2014）は、各国の AT 専門家に違いが

あることは、WFATT における情報交換や会議に

おける発表を通じて、加盟団体からの参加者には

共有されている情報でありながら、具体的に、何が、

どのように、どれだけ異なっているかについての

調査や比較研究は現在までなされておらず、国際

的な AT 専門家の定義や教育・資格の基準が未だ

に存在しない理由にはこれらの基礎データの不足

が一因である 4）と述べている。

一方で、JSPO-AT 専門科目テキスト 14）では、

世界各国にも JSPO-AT と同様にスポーツ医・科

学の専門知識をもって選手のサポートを行ってい

る専門家がいると考えられるものの、諸外国のア

スレティックトレーナーに関連する状況が必ずし

も日本と同じもしくは類似しているわけではない

と記載がなされている。そして、そのような背景

の中で諸外国のアスレティックトレーナーに関連

する専門職について、以下の 4 つのケースが考え

られるとしている。

1 ． 「アスレティックトレーナー」の名称で

JSPO-AT と同様のコンピテンシー、役割の

教育、資格制度をもつ専門職がいる。

2 ． 「アスレティックトレーナー」と別の名称で、

JSPO-AT と同様のコンピテンシー、役割の

教育、資格制度をもつ専門職がいる。

3 ． 「他の専門職」（理学療法士など）がその専門

職教育に加えてスポーツに特化した専門教育

を受け、JSPO-AT のコンピテンシー、役割

に一部、同等、もしくはそれ以上の領域をカバー

している。

4 ． 「アスレティックトレーナー」という名称の専

門職、JSPO-AT と同様のコンピテンシーを

もつ別名の専門職、その他の専門職によって

AT に関連するコンピテンシー、役割が担わ

れておらず、関連する教育資格制度が存在し

ない、もしくは知られておらず情報がない。

（日本スポーツ協会公認アスレティックトレー

ナー専門科目テキスト第 1 巻　pp29）

実際に、妻木充法（2014）はフランスにおける

スポーツトレーナー実情について、2007 年パリサ

ンジェルマン PSV クラブではスポーツトレーナー

は 4 名おり、そのうち 3 名が理学療法士で 1 名が

オステオパスであったと報告している。また「フ

ランスではトレーナーをキネと呼ぶ 9）」と報告し

ており、フランス語で「キネ＝ Kinésithérapeute

（理学療法士）」であることから、フランスにおけ

るスポーツトレーナーは上述した分類上では 3 つ

目のパターンの理学療法士であると言える。同様

にスペインにおいても、スポーツチームでスポー

ツトレーナーの役割を担う職業のことを、日本に

おいて理学療法士に相当する職業である、「フィシ

オ（ 注 3）Fisioterapeuta: 以下 Fisio と略す）」と呼

んでいる。

以上のように、世界各国で様々な形でスポーツ

トレーナーに関する職業が存在し、各々で異なる

教育や教育制度、役割などがあるため、世界各国

のスポーツトレーナー教育に関して情報を集積し

ていくことは非常に重要であると言える。

2. 先行研究

前述したが、アメリカのスポーツトレーナー教

育（ATC 教育）に関する報告は多くなされており、
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泉重樹（2016）はアメリカの ATC 教育における

日本との違いについて以下のように述べている。

「アスレティックトレーナーは現在、米国ではス

ポーツ現場においてアスリートのメディカルサ

ポートになくてはならない職業として確立してい

る（…）一方日本においては、あんまマッサージ

指圧師や鍼灸師等がスポーツ現場において外傷・

障害の治療や疲労回復等のアスリートをサポート

する役割を担ってきた歴史がある。（…）ATC は

医療資格である。（…）その為に教育制度設計は日

本の医療系国家資格取得の専門学校のそれに非常

に近い。これは日本の AT が、スポーツ指導者資

格であることと比べる大きな違いである。ATC は

医療従事者として教育が施されていた。」

 （泉重・ハモンズ , 2016, pp31-pp37 より抜粋）

上記先行研究では、ATC のカリキュラムを参考

に作られた JSPO-AT カリキュラムではあるが、

現状は ATC の教育制度設計により近いのは、医

療系国家資格取得の専門学校の教育制度設計であ

ると述べられている。そして、このような違いが

生じている原因として、JSPO-AT と ATC に求め

られている役割がそもそも違うことに起因してい

るとされている。泉秀（2014）もスポーツトレーナー

の業務内容において、アメリカでは診断や治療も

ATC の業務に含まれている一方で、日本ではそれ

らの語句の代わりに評価やコンディショニングな

どの言葉が使われていることから、業務内容の違

いを窺い知ることができると述べている 3）。

また、浦辺幸夫（2016）は、JSPO-AT が学問

的な研究に対して、世界各国の AT と比べ意識が

低いことを問題点として提起している。特に、世

界各国ではスポーツトレーナー各々が現場レベル

で起きた活動を客観的に評価されるエビデンスを

主張し、配信し続けているが、JSPO-AT にはそ

の意識が希薄であると報告している 6）。

以上のことからも、日本と各国 AT の間には、

教育制度や教育内容、カリキュラム修了後の業務

内容や、学問的な意識についても違いが散見され

ていることが鑑みえる。

前述したが、各国のスポーツトレーナー間の教

育において具体的に、何が、どのように、どれだ

け異なっているかを明らかにすることは国際的な

AT 専門家の定義や教育・資格の基準を策定する

上で必要であると言える。よって、現在多くの先

行研究がなされているアメリカ、カナダ、アイル

ランド、台湾などだけでなく、WFATT に所属し

ているスペインやイタリアなど AT の資格制度を

持たない国のスポーツトレーナー教育を明らかに

することは非常に重要だと考えられる。

3. 目的

本研究は、スペインにおけるスポーツトレーナー

教育について明らかにするため、スペインの Fisio

教育に焦点を当て、Fisio 教育及び Fisio の資格に

関する情報を集積することを目的とする。

4. 方法

スペインにおいて Fisio になるために必要な教

育課程である、「スペイン高等教育（学士課程）に

おける Fisioterapia（理学療法学）教育」に関す

る先行研究の分析、および Fisioterapia 教育カリ

キュラム評価を元にスペインにおけるスポーツト

レーナー教育の考察を行うこととした。

5. スペインにおける高等教育の概要

ヨーロッパにおける高等教育に関して堀井祐介

（2018）によると、「欧州高等教育圏における質保

証 の 基 準 と ガ イ ド ラ イ ン（Standards and 

Guidelines for Quality Assurance in the 

European Higher Education Area: 以 下 ESG と

略す）」が質保証の基本的な考え方であり、1999

年に成立した「ボローニャ・プロセス」にそって

教育内容や学位構造の標準化、質保証制度の整備

を進められている。具体的には、「学位制度と学位・

資格の学習内容を示したディプロマ・サプリメン

ト（Diploma Supplement）の導入」や「学修構

造を学士課程（Undergraduate）および大学院課

程（Graduate）の 2 段階にし、大学院課程を修士
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（Master）と博士（Doctorate）に分類」、「欧州単

位互換制度（European Credit Transfer System）

の確立」をボローニャプロセス確立の課題と設定

している。ESG 発足後 2005 年には高等教育の内

部・外部質保証など欧州基準の指針の作成や欧州

質保証機関登録制度が発足されているが、一方で

各国の取組みには差が出ている現状である 12）。ま

た、浅野茂（2015）によると、英国やオランダで

は政府が大きく後退して主たる調整者の役割を市

場に委ねたのに対して、フランス、スウェーデン、

スペインでは政府が主たる調整者の役割を維持し

続けているとされる 1）。

スペインの教育制度に焦点を当てると、スペイ

ンでは教育省が国家として教育計画を策定し、予

算や補助金などの教育行政の権限を持っている。

また、各自治州が国の法律に基づいて独自の教育

法を作成している。このことは、平成 26 年度文

部科学省先導的大学改革推進委託事業の報告書に

おいても、浅野が「現在のスペインの教育制度は

1990 年 10 月に制定された「教育制度の一般整備

に関する組織法」（LOGSE）に準拠している 1）」

と述べている。　

一方で、学校教育に関しては公立（Centros 

públicos）、 私 立（Centros privados）、 半 官 民

（Centros privados concertados）の 3 つで構成さ

れ、義務教育は日本と同様に小学校および中学校

にて行われている。また、高等教育においては

2007 年 4 月制定の「大学組織改正法」（Ley 

Orgánica de Universidades）によって規定され、

学術研究を中心とする総合大学、芸術専門教育を

行う専門大学、上級職業教育（短期大学に相当）

を行う大学の 3 パターンがある。政府機関の一つ

である Ministerio de Universidades によると、

2021 年度（2021 年 9 月から 2022 年 8 月）は、

83 校の大学（公立 50 校、私立 33 校）が設置さ

れている。（Fig.1.）

前述したボローニャ・プロセスに沿って、スペ

インでは教育制度が組み立てられており、学士課

程 に あ た る Diplomado、 修 士 課 程 に あ た る

Licenciado、博士課程にあたる Doctorado から高

等教育制度が成り立っている。学士課程において

は、「芸術・人文（Artes y humanidades）」、「科学

（Ciencias）」、「健康科学（Ciencias de salud）」、「社

会科学・法学（Ciencias sociales y jurídicas）」、「技

Figure1. ＜スペイン大学リスト＞

（出典：DATOS Y CIFRAS DEL SISTEMA UNIVERSITARIO ESPAÑOL, PUBLICACIÓN 2020-2021より引用）
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術・建築（Ingeniería y Arquitectura）」の 5 つの

分野に分類され、それぞれ 4 年間で 240 単位の取

得が学位取得の必要要件とされている。     

6. スペインにおける Fisio 教育

6.1　Fisio の歴史概要

Fisio の制度設立以前は看護師などが Fisio の役

割 を 担 っ て い た が、1953 年 に Ayudantes 
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自治州別登録人数は Fig.2 の通りである。2006 年

の登録者 26,343 人であることから、この 15 年間

で約 2.3 倍増えている。

また、スペインを含めたヨーロッパ連合加盟各

国では、学士課程を修了し、学位を得た後に必要

な手続きを終えた段階で Fisio の Profesional（職

業資格）を得ることができる。そして、その後の

修士課程ではさらに専門的な課程に分かれており、

スペインの大学院に設置されている、主な修士課

程専門分野の例として下記のものが挙げられる。

・ Fisioterapia deportiva：スポーツ理学療法の修

士課程。治療（手技療法）やテーピング、スポー

ツ現場における応急処理、スポーツリハビリテー

ション、トレーニング理論、栄養管理などのア

スリートに対するコンディショニング関連全般

を扱う学問分野。

・ Fisioterapia neurológica：神経理学療法の修士

課程。神経系の損傷や変異に関して、また、ア

ルツハイマー病やパーキンソン病に関しての治

療などを扱う学問分野。

・ Fisioterapia pediátrica：小児理学療法の修士課

程。子供の年齢や成長過程に合わせて運動発達

障害などの治療を扱う学問分野。

・ Fisioterapia oncológica：腫瘍理学療法の修士

課程。悪性腫瘍とその後遺症に対する治療を専

門として扱う学問分野。

上記のように専門性をより高める教育システム

がスペインを含めたヨーロッパ諸国では構築され

ており、これらはより専門性の高い臨床技能を有

するスペシャリストを育成することを目的として

いる 25）、日本の注 4）認定理学療法士制度に近いと

言える。

他方で、高等教育以外でのカリキュラムとして、

各州や各大学が統括している Fisio 教育プログラ

ム（鍼コース）なども複数存在しており、多くの

Fisio が専門性を高めるために Fisioterapia の学

位を取得後に、何らかのコースに通うことが多い

実情がある。また、スペインでは「Fisioterapia」

と「Ciencias de la Actividad Física y del 

Deporte」（スポーツ科学）両方の学位を 5 年間で

とることができる教育システムがあることも一つ

特徴的な点である。

6.3　Fisio 教育カリキュラム

Fisio に 求 め ら れ る 能 力 と し て「World 

Physiotherapy 2019 21）」では、患者に対して臨床

的な評価を行い外傷障害に対する計画を立てる能

力や、行なった治療やリハビリテーションを通じ

てどのように変化をしたのかを医療専門家として

医師を含めた他のスタッフと連携する能力が求め

られるとしており、上記能力を身につける教育カ

リキュラムとして以下のものがスペインでは設定

されている。スペインにて Fisioカリキュラムを修了

するためには、他の学部と同様合計 240 単位を収め

ることが求められている。240 単位は 4 つの段階

（Formación básica、Obligatorios、Optativos、

Figure.3. ＜ Fisio カリキュラム科目数＞

（UAB Grado en Fisioterapia ホームページより抜粋）
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Trabajo de fin de Grado）に分かれており、カタ

ルーニャ州バルセロナ県の公立大学 Universitat 

Autónoma de Barcelona（以下 :UAB） では Fisio

のカリキュラムについて以下の Fig.3 のように示

している。   

Fisio のカリキュラムとして、第 1、2 学年では

Formación básica（基礎科目）および Obligatorios

（必修科目）、第 3 学年では Obligatorios および

Optativos（選択科目）。第 4 学年では Trabajo de 

fin de Grado（最終学位審査）が主に組み込まれて

いる。Formación básica および Obligatorios の詳

しい内容は以下の Fig.4 になる。

第 1 学年では「Anatomía（解剖学）」、「Bases 

Biológicas del Cuerpo Humano（生理学基礎）」、

「Biofísica y Biomecánica（生理学とバイオメカニク

ス）」、「Metodología Científica y Bioestadística（科

学方法論と生理統計学）」、「Función del Cuerpo 

Humano（人体機能）」、「Fisioterapia Básica del 

Aparato Locomotor（運動器の基礎理学療法）」、

「Psicología Humana（心理学）」が基礎科目および

必修科目として設定されている。第 2 学年では

「Fisioterapia en Neurología（神経理学療法学）Ⅰ」、

「Conceptos Clinicos Patológicos, Técnicas de 

Diagnóstico（臨床概論、診断法）」、「Evaluación 

en Fisioterapia del Aparato Locomotor（運動器

の 理 学 療 法 評 価 ）」、「Técnicas Terapéutas en 

Fisioterapia del Aparato Locomotor（運動器の理

学療法治療）」、「Fisioterapia en la Patología del 

Aparato Locomotor（運動器の理学療法病理学）」、

「Patología Medicoquirúgica（外科的病理学）」、

「Salud Pública（公衆衛生）」「Prácticum（実習）

ⅠyⅡ」が基礎科目および必修科目として設定されて

いる。

Figure.4. ＜ Fisio 基礎科目、必須科目リスト＞

（UAB Grado en Fisioterapia ホームページより抜粋）
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とることができる教育システムがあることも一つ
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Fisio に 求 め ら れ る 能 力 と し て「World 

Physiotherapy 2019 21）」では、患者に対して臨床

的な評価を行い外傷障害に対する計画を立てる能

力や、行なった治療やリハビリテーションを通じ

てどのように変化をしたのかを医療専門家として

医師を含めた他のスタッフと連携する能力が求め

られるとしており、上記能力を身につける教育カ

リキュラムとして以下のものがスペインでは設定
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するためには、他の学部と同様合計 240 単位を収め
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Figure.3. ＜ Fisio カリキュラム科目数＞

（UAB Grado en Fisioterapia ホームページより抜粋）
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また、第 3 学年では「Fisioterapia en Geriatríca

（高齢 者に対 する理学 療法）」、「Evaluación y 

Tratamiento Fisioterapéutico en Procesos 

Cardiorrespiratorios（心肺機能に対する治療理学

療法と評価）」、「Inglés Técnicos（理学療法英語）」、

「Fisioterapia en Neurología（神経理学療法学）

Ⅱ」、「Prácticum（実習）Ⅲ y Ⅳ」が基礎科目お

よび必修科目としてカリキュラムに組み込まれ、

第 4 学年では「Trabajo de Fin de Grado（最終学

位審査）」が設定されている。また、Optativos に

ついては主に第 3 学年および第 4 学年に設定され

ており、内容は上記の Fig.5 になる。Optativos

に お い て、 第 3 学 年 で は「Formaclogía en 

Fisioterapia（形成理学療法学）」「Prevención y 

Tratamiento de las Alteraciones del Suelo 

Pélvico（ 骨 盤 に 関 する予 防 および 治 療 ）」、

「Fisioterapia en Pediatría（小児理学療法学）」、

「Desarrollo Psicomotriz del Niño y Fisioterapia 

Pediátrica（小児精神運動発達と小児理学療法）」、

「Prevención y Tratamiento de Fisioterapia en 

Procesos Vasculares（血管過程における理学療法

の予防と治療）」、「Prevención del Linfedema（リ

ンパ浮腫の予防）」がカリキュラムとして設定されて

おり、第4学年では「Mención en Profundización（意

訳：専門性）」として Aparato Locomotor（運動器）

もしくは Fisioterapia Neurológia（神経理学療法）、

Fisioterapia Cardiorrespiratoria（呼吸理学療法）

のそれぞれのコースに対してカリキュラムが設定され

ている 25）。

7. 考察

前述したが、スペインの Fisio は欧州各国の資

格に互換すると Physiotherapist であり、つまり

日本における理学療法士に相当する職業である。

Figure.5. ＜ Fisio 選択科目リスト＞

（UAB Grado en Fisioterapia ホームページより抜粋）
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参考として、スペインの公立大学 UAB と日本の

公立大学である東京都立大学健康福祉学部理学療

法学科の履修モデル（Fig.6.）を比較しても、基

礎科目及び必須（必修）科目、選択科目において

履修カリキュラム科目については近いものであっ

た。   

一方で、教育の学習順序に関しては異なる点が

見られた。双方とも公立大学ではあるが、UAB の

カリキュラムには第 2 学年および第 3 学年にてク

リニックなどで行われる「実習」科目が 2 回に分

けて組み込まれており、東京都立大学のカリキュ

ラムに比べ、臨床経験をより重要視していること

が言える。また、「実習」科目を比較的早い第 2 学

年に組み込まれている効果として、「アーリーエク

スポージャー（専門領域職業体験）」の観点から有

用であると考えられる。なぜなら、江村正ら（2014）

によると「アーリーエクスポージャー」は人間性

を養い、学習意欲を向上させるため、教育上の意

義が大きいと考えられているからである 7）。実際

に、第 2 学年で行われる「実習」科目について、

UAB シラバスには「科目の目標として、他の科目

で学習した概念を実践通じて確認すること。そし

て、現場で働いているFisioの監督下で知識や技術、

価値観、態度（仕事に対する姿勢）を統合すること。」

と記載がなされていることから、臨床現場に勤め

ている Fisio の姿と、大学での座学をマッチさせ

る目的があることを汲み取ることができる。

また、UAB ではカリキュラム修了後の進路につ

いて医療機関だけでなく、教育職および研究職、

スポーツ施設など多岐にわたる進路があると HP

上に掲示されているが、この点に関して、日本の

理学療法士の就職先として長井真弓ら（2021）は、

近年は従来の医療機関や介護福祉施設にとどまら

ず、スポーツ関連施設やリハビリテーション関連

企業など多岐にわたるとの報告しており 10）、スペ

インの Fisio と日本の理学療法士の就職先は非常

に近いといえる。

しかしながら、日本とスペインでは社会的背景

や文化的背景に様々な違いが存在することから、

純粋に日本の理学療法士教育と Fisio 教育を比較

Figure.6. ＜東京都立大学健康福祉学部理学療法学科の履修モデル＞

（東京都立大学健康福祉学部理学療法学科 ホームページより抜粋）
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また、第 3 学年では「Fisioterapia en Geriatríca

（高齢 者に対 する理学 療法）」、「Evaluación y 

Tratamiento Fisioterapéutico en Procesos 

Cardiorrespiratorios（心肺機能に対する治療理学

療法と評価）」、「Inglés Técnicos（理学療法英語）」、

「Fisioterapia en Neurología（神経理学療法学）

Ⅱ」、「Prácticum（実習）Ⅲ y Ⅳ」が基礎科目お

よび必修科目としてカリキュラムに組み込まれ、

第 4 学年では「Trabajo de Fin de Grado（最終学

位審査）」が設定されている。また、Optativos に

ついては主に第 3 学年および第 4 学年に設定され

ており、内容は上記の Fig.5 になる。Optativos

に お い て、 第 3 学 年 で は「Formaclogía en 

Fisioterapia（形成理学療法学）」「Prevención y 

Tratamiento de las Alteraciones del Suelo 

Pélvico（ 骨 盤 に 関 する予 防 および 治 療 ）」、

「Fisioterapia en Pediatría（小児理学療法学）」、

「Desarrollo Psicomotriz del Niño y Fisioterapia 

Pediátrica（小児精神運動発達と小児理学療法）」、

「Prevención y Tratamiento de Fisioterapia en 

Procesos Vasculares（血管過程における理学療法

の予防と治療）」、「Prevención del Linfedema（リ

ンパ浮腫の予防）」がカリキュラムとして設定されて

おり、第4学年では「Mención en Profundización（意

訳：専門性）」として Aparato Locomotor（運動器）

もしくは Fisioterapia Neurológia（神経理学療法）、

Fisioterapia Cardiorrespiratoria（呼吸理学療法）

のそれぞれのコースに対してカリキュラムが設定され

ている 25）。

7. 考察

前述したが、スペインの Fisio は欧州各国の資

格に互換すると Physiotherapist であり、つまり

日本における理学療法士に相当する職業である。

Figure.5. ＜ Fisio 選択科目リスト＞

（UAB Grado en Fisioterapia ホームページより抜粋）
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して考察するのは難しい側面があることも事実で

ある。例えば、吉本圭一（2001）は労働市場にお

ける意識として、日本では学歴・学校歴別労働市

場が存在する一方で、欧州では専門別労働市場が

発達しているといった社会的背景が高等教育にお

いても複雑に関係していると述べている 13）。すな

わち、日本のいわゆる学歴社会では、医学部など

の一部の専門教育を除き、高等教育で何を学んで

いたかにフォーカスしているのではなく、例えば

就職活動時の募集要項に多く記載されている「4

年制大学卒業」を要件としていることから見て取

れるように、高等教育を受けたか否かあるいは専

門学校を卒業したか否かにフォーカスしている。

一方で、スペインでは吉本が述べているように高

等教育で「何を学んできたか」をフォーカスして

いるといった違いがある。また、浅野茂（2015）

はスペインにおける高等教育（学士課程）において、

資格の枠組みとして以下のものが設定されている

と報告している。

a ） 高度な専門知識を獲得し、職業を実践してい

くための最新の理論、方法論を深く理解でき

る。

b ） 自らの専門知識を活用して論点や手順を整理

し、創造的かつ革新的なアイディアによって

直面する問題を解決することができる。

c ） 必要な情報を収集して問題を適切に解釈でき

る能力を有し、社会、学術または倫理的に逸

脱しない結論を導き出すことができる。

d ） 複雑な状況に順応でき、学術面ないし実践面

で求められる新たな解決策の提示に向けて、

自らの専門性を発揮することができる。

e ） 専門性に関わらず、すべての対象者に対して、

自らの専門分野での知識、方法論、動向、課

題について明確かつ的確に伝えることができ

る。

f ） 自主的かつ計画的に新たな知識や技術を学び、

生涯にわたって自らの専門性を高めていく必

要性を認識できる。

g ） 自主的かつ計画的に新たな知識や技術を学び、

生涯にわたって自らの専門性を高めていく必

要性を認識できる。

 （浅野 , 2015, pp133-134 より抜粋）

一方で、日本の理学療法士教育は大学以外でも

専門学校等にて教育カリキュラムを受講できる仕

組みがあり、特に専門学校における理学療法士教

育は理学療法士の国家資格取得を中心にカリキュ

ラムが組まれており、大学教育におけるそれとは

若干異なっている点が存在している。このように、

教育カリキュラムの中身以外の外的要因で様々な

違いが存在している。このことは正に、Philip W. 

Jackson が 1968 年に初めて使用したと言われて

いる注 5）隠れたカリキュラム（hidden curriculum）

に該当する部分である。一見すると教育とは離れ

た社会的・文化的側面においてもこの「隠れたカ

リキュラム」は非常に重要な要素であり、泉重

（2016）も、日本は体育の存在がありその次にス

ポーツであるが、アメリカにおいてスポーツは完

全にエンターテイメントであり、そのことが選手

を支えるスタッフが有給のプロフェッショナルで

ある事実に繋がっていたと 2）、日米のスポーツに

対する文化背景の違いがもたらす点についても言

及している。また、筆者もスペイン現地で 4 シー

ズン活動する中で、多くのスペイン人 Fisio や医

師と様々な怪我やコンディショニング方法をはじ

め様々なことでコミュニケーションをとる機会を

得たが、JSPO-AT 教育を受けた筆者自身と、ス

ペインでスポーツトレーナー教育受けた Fisio と

の間では、業務に関する認識や、業務内容だけで

はなく、そもそもスポーツに対する価値観が異なっ

ていることを実感した経験を持っている。特に選

手やスタッフ、チーム関係者とのコミュニケーショ

ンの仕方を含め、チーム内におけるスポーツトレー

ナーの立ち位置（役割）に関して教育カリキュラ

ム以外の要素で大きな違いを感じるとともに、ス

ポーツが社会の一部であるような感覚を覚えた。

よって、今後はスポーツトレーナー教育に関する

研究においては、「隠れたカリキュラム」を含めて

検討する必要があると考える。　　　　　
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8. 本研究の課題

ヨーロッパ諸国を対象としたスポーツトレー

ナーに関する研究報告の多くは、対象とする職種

を Physiotherapist（理学療法士）とする事例が

多くを占めている。本研究においても、先行研究

を踏襲し「スペインにおけるスポーツトレーナー

＝ Fisio」として論じたが、筆者が 2022 年 2 月お

よび 2023 年 10 月にスペイン現地にて調査を行う

中で、Readaptador と呼ばれる専門職が存在する

ことが分かった。また、スペインには日本におけ

るフィジカルコーチに該当する Preparador-Fisico

と呼ばれる専門職も存在していることから、今後

は Readaptador および Preparador-Fisico がどの

ような教育カリキュラムであるのかについて調査

を行うとともに、Fisio との関連性やそれらの教育

の違いを明らかにする必要性がある。

さらには、スペインのスポーツトレーナーに関

して考察を今後進めていくにあたり、いわゆる日

本でスポーツトレーナーが担っている職業領域を、

ス ペ イ ン で は Fisio と Readaptador お よ び

Preparador-Fisico がどのように職業領域分担がな

されているのかに関して調査研究を行う必要性が

あると考えている。

そして、今後スポーツトレーナーの国際教育比

較を行うにあたり、考察で述べた「隠れたカリキュ

ラム」の要素に関しても考慮し、検討していく必

要性があると考えている。

9. まとめ

本研究は Athletic Trainer の資格制度を持たな

い国が、スポーツトレーナー教育をどの様に行なっ

ているかについての先行研究が少ないことに着目

し、スペインのスポーツトレーナー教育について

教育カリキュラムを元に明らかにすることを目的

とした。スペインにおいて、いわゆるスポーツト

レーナーは Fisioterapeuta が務めているとされる

が、その教育内容は日本の理学療法士教育に近い

ものであり、教育課程修了後の教育制度は日本の

認定理学療法士制度に近いものであった。

一方で、本研究を通じて「アーリーエクスポー

ジャー」、「隠れたカリキュラム」の観点からスペ

インのスポーツトレーナー教育について今後さら

なる考察が求められた。

さらには、Fisio 以外にスポーツ医科学スタッフ

の 役 割 を 担 っ て い る Readaptador お よ び

Preparador-Fisico がどのような教育カリキュラム

であるのかについて調査を行い、Fisio との関連性

や教育の違いを明らかすることでスペインのス

ポーツトレーナーについてさらなる研究を行って

いきたい。

注釈

1 ） 全米アスレティックトレーナーズ協会公認ア

スレティックトレーナー、アメリカ医学会

（American Medical Association）によって認

められた看護士や理学療法士と同じ準医学従

事者として扱われ、アメリカにおける国家資

格。現在は 46 州において関連法が存在し、ア

メ リ カ 医 師 会 か ら も Allied Health Care 

Professional として認められている。

2 ） スポーツドクターと連携し、アスリートのコ

ンディショニングを統合的な視点でサポート

することを目的としている。現在プロサッカー

リーグ、プロラグビーリーグでは「スポーツ

トレーナー＝アスレティックトレーナー」を

指し示す。（「J リーグ規約第 47 条」、「ジャパ

ンラグビートップリーグ規約 32 条」）。

3 ） 日本では理学療法士に相当するスペインにお

ける医療系国家資格。

4 ） 公益財団法人日本理学療法士会が認定する制

度で、理学療法士自身が自らの専門性をさら

に高める動機づけを目的に制度が構築された。

2022 年 4 月に制度が改訂され、現在は 22 の

認定分野がある。個性の育成プログラムであ

り、専門性の高い臨床技能を必要とする。

5 ）  学校教育において、教育課程上のカリキュラ

ム（顕在的カリキュラム）を伝達する際に、

意図せず伝達される（潜在的カリキュラム）

ことを指す。
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ズン活動する中で、多くのスペイン人 Fisio や医
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ていることを実感した経験を持っている。特に選
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